
蚊に刺されないための対策をしましょう！

〈参考〉
平成26年８月から10月頃にかけて、東京都内の都市公園等を中心にデング熱への感染が報告
されました。また、中南米を中心に、ジカウイルス感染症が多数報告されています。デング熱等は
ヒトスジシマカなどの蚊を媒介して感染することから、平常時における蚊の防除対策が重要です。

ポイント１

栃木県保健福祉部生活衛生課（☎028-623-3110）

・蚊に刺されるとかゆみを生じるなど、不快に感じるばかりでなく、
時として感染症を媒介することもあります。

・蚊に刺されないために、蚊を発生させない環境をつくりましょう。

●蚊の一生（例：ヒトスジシマカ）

①幼虫〈ﾎﾞｳﾌﾗ〉
（期間：6-7日）

成虫
（期間：30-40日）

②さなぎ〈ｵﾆﾎﾞｳﾌﾗ〉
（期間：2-3日）

卵
（期間：2-7日）

・蚊の発生の原因となるたまり水（空き缶、植木鉢に溜まった雨水等）をなくしましょう。
・雨ざらしの容器や古タイヤ等を放置せず、衛生的な環境に努めましょう。
・くみ置き水は、週に１回水を取り替えましょう。

（水中）

・やぶなど蚊の多い場所では、長袖ｼｬﾂや長ｽﾞﾎﾞﾝを着用し、肌の露出を避けましょう。
・あわせて、虫除け剤や蚊の忌避剤等を活用し、蚊に刺されないよう注意しましょう。
・網戸を利用するなど、室内への蚊の侵入を防ぎましょう。

孵化（ふか）

蚊の発生源をなくす！

蚊から身を守る！

●蚊の対策のポイント

ポイント２

①

〈名古屋市衛生研究所提供）

②

蛹化（ようか）

ポイント２

ポイント１

産卵 羽化
（うか）


